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制度の詳細や
活動事例集は

こちら

※補助金額は市の予算の範囲内で交付しますので、上限を確約するものではありません。
※令和６年度の活用に向けた要望書の提出は終了しました。令和７年度の活用を検討されている方は
　担当課までご相談ください。
※今後の制度変更などで補助対象事業や補助金額が変更となる場合があります。

活用されている団体の皆さんに聞きました！
Q1.設立の経緯は？　　　Q2.どんな活動をしているの？　
Q3.活動のやりがいは？　Q4.今後の目標は？

活用年度　平成25年度〜平成27年度

会員　６人　　　　　代表　田口　泉さん

Q1.付知町には、家庭で地味噌を仕込
む風習があり、原料となる米糀は欠か
せないものでした。しかし、町内に
あった糀屋さんが無くなってしまい、
「思い出の地味噌を自分たちの手で守
りたい！」と会を結成しました。

Q2.米糀や４種類の味噌、地だまりを
作り、市内外のスーパーや道の駅など
で販売しています。地産地消、無添加
にこだわって、安心・安全な製品づく
りを目指しています。

Q1.「いが栗の里　中津川マロンパーク」を
訪れるお客さんに「栗ひろい以外にも地元の
栗を楽しんでもらいたい。」という思いがあ
りました。高齢者の生きがいづくりにもなれ
ばと、中村区の女性たちに呼びかけて発足し
ました。
「NMR」は「N＝中村区」「M＝マロン」
「R＝リング（輪）」の略です。

Q2.９～10月の土・日・祝日に、栗おこわを
製造・販売しています。
前日から仕込みを始め、
１日200パックほど作
ります。マロンパーク
のほか、にぎわい特産
館などでも販売してい
ます。

Q3.お客さんからの「おいしかった」の一言
に尽きます。コロナ禍で困難もありましたが、
今では評判が広まり、県外から来てくれる方
やリピーターの方も増えてきました。

Q4.栗園を、特産品である栗の発信地にして
いきたいです。
　栗おこわ作りは、製造量や販売先などを維
持しながら、交流の場として継続していきた
いです。

Q1.加子母では高齢化が進み、一人暮らしの
高齢者が増えてきました。万賀地区で高齢者
サロンを開いているメンバーの中から、「介
護保険のサービスでまかなえない部分の
ちょっとした困りごとをお手伝いしたい！」
という声が上がり、メンバーの多くが同じ思
いを持っていたので立ち上げました。

Q2.利用者の要望によって、さまざまなお手
伝いをしています。これまで「家族が留守の
間、昼食を作ってほしい。」「薬を飲むのを
確認してほしい。」などの依頼がありました。
利用する方には、10分あたり100円と交通
費を負担していただいています。
　ケアマネジャーや地元のNPOとも連携しな
がら取り組んでいます。

Q3.やはり、利用者の方に喜んでもらえると
励みになりますね！活動を通していろいろな
話ができるのは、高齢者の方にとっても自分
たちにとっても、良いことだと感じています。

Q4.利用する方の交通費の負担を少しでも軽
くできるよう、万賀地区だけでなく、各地区
にメンバーがいるといいなと思っています。
　まだ利用件数は少ないですが、少しでも地
域の方が安心して暮らせるように、今後もサ
ポートしていきたいです！

Q3.米糀は、使用する菌や工程を何度
も試行錯誤して、４年前にようやく製
品として販売できるようになりました。
味噌も少しずつ買ってくれる方が増え
て、今では飲食店や学校でも使っても
らえるようになりました。みんなで集
まって、にぎやかに活動できるのが楽
しいです。

Q4.付知町内でも、家庭ごとに味噌の
味は全然違うんです。米糀を使って、
以前のように家で味噌を作る方が増え
たらうれしいですね。男性メンバーも
募集中です！

が
ん
ば
る
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

市
民
協
働
課
︵
☎
内
線

325
︶

活用年度　令和元年度〜令和４年度

会員　20人　　　  代表　足立　稔さん

活用年度　令和５年度

会員　13人　　　代表　熊澤　恵美子さん

◆がんばる地域サポート事業　補助金額と補助対象事業

最大20万円
1団体につき
最長３年間

最大５万円
1団体１回のみ

・地域の課題解決や住みよい地域づくりにつながる活動
・地域の特色を生かした地域づくりにつながる活動
・地域づくりの進展に寄与する事業

・地域づくりを行うための団体設立事業
・NPO法人などの設立に向けた準備

絆づくり部門

立ち上げ部門

問

特集２

じぃばぁず（付知町）

中村区NMR23（中津南）有償ボランティアえぷろん（加子母）

お話もできるから、
一人で作って食べるより
おいしい！

～がんばる地域サポート事業　活用事例紹介～

大きな栗が
いっぱい！


